
基本方針 課題 対応 方針 概要 具体的事業 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規事
業

前期
（４年
間）

後期
（４年
間）

１ １-１文化財を総合的に把握する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・市内仏教美術調査 市内社寺に所蔵されている仏教美術品の悉皆調査 ◎ 〇

・近世社寺の悉皆調査【新】 市内近世社寺の建物についての悉皆調査 ◎ 〇 ■

・埋蔵文化財分布調査の実施 埋蔵文化財分布調査 ◎

・戸隠竹細工調査 県の伝統工芸品に指定されている戸隠竹細工の歴史民俗的調査 ◎ 〇 〇
２ 文化財統合データベースの整備 文化財に関する情報のデジタル化を進め、データ

ベースとして集積・公開することにより、市民との
継続的な情報の共有化を図る。

・文化財情報のデジタル化 文化財の総合データベースに、把握調査で得られた文化財情報を
順次登録していく

◎ 〇

・来訪者アンケート 博物館、真田宝物館等文化施設でのアンケート ◎

・文化活動団体把握アンケート【新】 文化活動団体を対象とした定期的なアンケート ◎ ■

・文化財所有者意識調査 文化財所有者・管理者研修会でのアンケート ◎

１-２文化財を研究し価値づける

・博物館、宝物館等での展示研究事業 文化財の調査研究に基づき、特別展・企画展を実施する ◎

・関連資料の収集、整理、目録化事業
真田邸襖の下張り文書等の収蔵資料の整理及び目録化（松代文化
財ボランティアの会と協働）など ◎ 〇

５ 専門的な研究の実施 重要な文化財については外部の有識者と連携して、
より専門的な研究を行い、学術的価値等を明らかに
する。

・ながの祇園祭祭礼調査

　
ながの祇園祭の歴史民俗的調査を専門家や外部研究機関と連携し
て実施する

◎ ◎

２ ２-１文化財を適切に維持管理する

・文化財所有者管理者研修会 文化財所有者管理者を対象とした研修会（年1回開催） ◎ ○

・文化財パトロール 長野市文化財保護協会と連携した文化財パトロール ◎ ○ ◎

・保存活用計画作成 旧作新学校（市指定）保存活用計画 ◎ ○ ■

・真田宝物館施設整備【新】 真田宝物館展示室及び収蔵施設の整備[新] ◎ ■

・博物館再編事業【新】 市内各所に散在する、博物館の収蔵施設の再編成【新】 ◎ ○ ■

各団体をまとめる窓口の設置【新】 ◎ ◎ ■

郷土史研究者等との連携【新】 ◎ ◎ ■

２-２ 文化財を適切に修理する

・指定等文化財の保存整備事業 大室古墳群、松代城跡、旧横田家住宅等の保存整備 ◎

・指定等文化財修理補助事業 指定等文化財修理補助金 ◎

・国登録文化財補助事業【新】 国登録文化財への支援の検討【新】 ◎ ■

・文化財の記録保存調査 滅失が危惧される文化財の記録保存調査 ◎ 〇

・無形文化財、無形民俗文化財の映像記録化【新】 無形（民俗）文化財の映像記録作成【新】 ◎ ■

・埋蔵文化財緊急発掘調査 埋蔵文化財緊急発掘調査 ◎

２-３ 災害や盗難等に備える

・文化財防災マニュアル作成 戸隠伝建地区防災マニュアル作成 ◎ 〇

・文化財防災チェックリスト作成【新】 文化財防災チェックリスト作成【新】 ◎ 〇 ■

・文化財防災訓練 定期的な防災訓練の実施 〇 ◎

善光寺の防災施設整備 〇 ◎

旧横田家住宅の防災施設整備 ◎

戸隠伝統的建造物群保存地区の防災対策 ◎ 〇

・文化財レスキューマニュアル作成【新】 文化財レスキューマニュアルの整備【新】 ◎ ○ ■

・被災文化財保全活動支援 長野市立博物館での被災文化財保全活動の協力支援 ◎ ○

・災害時文化財レスキュー体制の構築【新】 信州資料ネットやヘリテージマネージャー協議会等と連携した協
力体制を構築する

◎ ○ ■

３
３-１文化財を学ぶ機会を充実さ
せる

・学芸員出前講座 公民館や各団体への講師派遣 ◎

・出張展示 公民館や図書館等への出張展示 ◎

・小中学校教育との連携推進事業 学校への講師派遣や、博物館施設等での社会科見学受入れ、教材
としての資料貸出など ◎

・教員と連携した文化財デジタルデータ教材開発
【新】 教員と連携した文化財デジタルデータの教材開発【新】 ◎ ◎ ■

・地域と教員の連携支援【新】 地域と教員を結ぶコーディネーターの設置【新】 ◎ ◎ ■

・博物館等文化施設のボランティア、友の会活動の
推進 博物館友の会、松代文化財ボランティアの会の活動の支援 ◎ 〇

・文化財保護行政に寄与する団体に対する補助 長野市文化財保護協会、松代文化財ボランティアに対する補助 ◎ 〇

３-２ 文化財についての情報発信
の充実

17 デジタル化した文化財を活用した
情報発信

文化財のデジタルデータを総合するポータルサイト
の構築や、SNSを通じた文化財情報の積極的な発信
を行う。

・文化財総合ポータルサイトコンテンツ整備事業 文化財総合ポータルサイトの開設とコンテンツの充実化 ◎

・地域計画の周知、進捗状況の発信【新】 文化財総合ポータルサイト上などで地域計画の概要、事業の進捗
状況を発信し、地域計画の周知と計画への参加を促す ◎ ■

・説明板等の設置、改修
指定等文化財所在地に標柱・説明板等を整備するとともに、QR
コードを活用して多角的な情報発信を行う。 ◎

・博物館等での文化財調査結果の速報展示【新】
地域に根差したテーマに基づき、博物館、宝物館等での展示公開
及び公民館等での出張展示を実施する

◎ ■

・多言語解説拡充整備 博物館、宝物館等での多言語解説の拡充整備 ◎

・展示図録等の刊行 博物館、宝物館等での一般向け刊行物の発行 ◎

・地域の文化活動団体刊行物把握【新】
地域の文化活動団体がまとめた刊行物情報を把握し、広く広報す
る ◎ ■

市内の文化財把握が不
十分であるため、個々
の文化財についての価
値づけが進んでいない

市内に存在する多様な
文化財を市民や来訪者
（観光客等）の誰もが
知ることができ、その
本質的価値を理解し、
日常的に活用をしてい
くことで、文化財の保
存と活用の好循環を生
み出していく必ががあ
る。

文化財の日常的な維持管理を適切
に行うともに、その保存状況を定
期的にモニタリングし、文化財の
価値の減滅を未然に防ぐ。

文化財の経年劣化に対して適切な
修理を行い、文化財の価値の減滅
を防ぐ。やむを得ず滅失してしま
う文化財については記録として保
存する。

　
調
査
・
研
究
を
計
画
的
に
実
施
し
、

文
化
財
を
把
握
す

る

文化財を継続して適切に保存できるように、収蔵施
設の整備を行う

文化財収蔵施設の適正化７

８ 文化財保存団体との連携 文化財の保存活動を行っている団体等との連携を図
る。

10 文化財の記録保存 無形（民俗）文化財や滅失が危惧される文化財を記
録として保存する。
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（事業の実施期間）（取り組み主体）
課題・方針・措置対照表

分野やテーマ、あるいは 地域ごとの悉皆調査を市
内の文化活動団体と連携を図りながら計画的に行う
ことで、市内に所在する文化財を総合的に把握す
る。

文化財の総合把握調査１

４ 基盤研究の実施とそれに基づく文
化財の収集

文化財の基盤研究を継続的に行い、長野市の歴史文
化を理解するために必要な文化財について、博物館
等において適切に収集する。

定期的なアンケートを通じ、文化財に関するニーズ
や現状を分析することで、効果的な事業展開につな
げていく。

文化財情報の把握・分析３

措置

「長野らしさ」を明らかにするた
め、文化財の総合的な調査を推進
する。

調査によって掘り起こした文化財
を長野市の歴史文化の特徴に照ら
して価値づけする。

情報発信の拡充 博物館等展示施設、刊行物、説明板の設置等様々な
場面で積極的に情報発信を行う

14 公民館講座への講師派遣や出前講座などを通じて地
域の歴史や文化を再発見する機会を充実させる

生涯学習との連携推進

小・中学校において地域の歴史や文化について子ど
も達が学ぶ機会を充実させる

15 学校教育との連携推進

16 普及啓発活動の支援

博物館等での展示公開、発掘調査
現場での見学会、インターネット
を活用したオンライン公開など、
様々な方法で文化財についての情
報を発信する。
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９ 指定等文化財の保存整備 指定等文化財の修理や保存のための整備を計画的に
実施する。

指定等文化財の防災・防犯に関する計画やマニュア
ル作成、訓練の定例実施などにより、防災・防犯意
識の啓発を図る。

13 文化財レスキューの整備 文化財を救出する体制を整え、災害発生時のスムー
ズな文化財レスキューを実現させる。

11 防災・防犯意識の啓発

防災や防犯上のリスクを想定し、それらを防ぐため
の設備を整備する。

防災・防犯施設の整備12

文化財の保護や普及啓発につながる市民主体の活動
を支援する

18

・指定等文化財の防災設備整備

・文化財保存や郷土史研究に関わる団体、個人との
連携推進事業【新】

災害や盗難等に備え、防災・防犯
設備の整備や訓練の実施、防災マ
ニュアルの整備を行う。

適
切
な
保
存
整
備
を
推
進
し
、

文
化
財
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

文化財の日常の維持管
理が少子高齢化等によ
り困難になってきてい
る。
また防災・防犯設備や
対応体制、情報共有が
不十分であり、災害や
盗難による文化財滅失
のリスクに対応できて
いない

文化財の適正な管理 文化財の所有者・管理者に対し文化財の適切な維持
管理の徹底を図るとともに、定期的なパトロールを
行い保存状況等をモニタリングする。また、指定等
文化財の適切な保存と活用を図るため、保存活用計
画の作成を促進する。

６

文化財について市民が学び、携わ
ることができる機会を提供する。

資料２－３
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措置

資料２－３

３-３ 持続可能な文化観光を推進
する

19 ガイド人材育成支援 文化財に通じた観光ガイド育成を支援し、来訪者の
案内を充実させるとともに、観光ニーズの調査も実
施する。

・文化財ガイド人材の育成及び、プロガイド養成の
検討【新】

・関係団体と連携し文化財のガイドを担う人材の育成支援を行う
・長野市ガイド協会や梵鐘の会との連携 〇 ◎ ○ ○ ■

・文化財を活用した体験型観光コンテンツ（ツ
アー、クイズラリー、食文化体験など）の開発支援

・ガイド協会案内と精進料理ツアー
・山城ツアー、古戦場クイズ
・真田邸でお弁当などのコンテンツを支援する

◎ ○ ○ ○

・市内文化財周遊促進のための観光ルートやガイド
マップの作成支援

・フットパスコース、ｅバイクコースとの連携（鬼無里ふるさと
資料館）
・ジオサイト（市内の特異な地形・地質等が観察できるポイン
ト）の周遊【新】

◎ ◎ ◎

・歴史文化や景観、伝統工芸の保存に寄与する活動
の観光コンテンツ化

茅刈り体験など、文化財の保存に必要な材料調達の活動を体験型
の観光コンテンツとして取り込む ◎ ◎ ○

・保存につながる文化財活用の促進 絵解きの口演や歴史的建造物を舞台とした公演といったコンテン
ツの開発の支援をする ○ ◎ ◎ ◎

３-４ 文化財を活かした歴史まち
づくりを推進する

・地域団体等と連携した文化財を軸としたまちづく
り【新】

文化財に関わるいろいろな立場の人たちが話し合う場を設定し、
そこから生まれた文化財を利活用した様々な事業を展開すること
で地域を活性化させる

◎ 〇 〇 〇 ■

・文化財を核にした整備の推進 文化財をサービス提供施設として捉えた整備（大室古墳群アクセ
ス道路整備事業） ◎ 〇 ◎

・伝統的建造物群保存地区等での歴史的まちなみの
保存整備

・伝統環境保存事業
・景観重要建造物修理助成事業
・歴史的風致形成建造物修理助成事業

◎

・無電柱化、道路美装化による歴史的景観整備 ・無電柱化、道路美装化事業 ◎

３-５文化施設の持続可能な活用
マネジメント

歴史文化を伝える場として、文化
施設のより一層の活用を図る。

24 連携等による施設の活性化 市内文化施設について、教育機関としての機能と観
光施設としての機能を両立させ、各施設や地域との
連携を深めることで、より質の高いサービスを提供
する

・博物館等文化施設と観光施設及び地域との連携推
進【新】

・博物館再編基本計画策定事業【新】
・鬼無里、戸隠と連携した鬼女紅葉のＰＲ（鬼無里ふるさと資料
館）
・真田宝物館建て替えの検討[新]
・戸隠地質化石博物館とそば博物館との連携強化【新】

◎ 〇 〇 ■

４ ４-１文化財の担い手を育成

・補助による伝統芸能団体の活動や用具の修理等の
支援

・伝統芸能団体の活動や用具の修理等に対し補助金を交付する
◎ ○

・伝統芸能発表の機会の提供 ・伝統芸能こどもフェスティバルの開催
・ながの獅子舞フェスティバルの開催 ◎ ○

26 伝統工芸の継承支援 伝統的な職人の技術を有し、技術の保存、継承、業
界の振興発展に寄与する人材の育成について支援を
行う

・伝統工芸継承支援 ・戸隠竹細工工芸継承支援

◎ ○

・文化財の担い手となる市民、団体の育成[新] ・教員向けの地域の歴史や文化財の研修等、文化財の担い手とな
る市民、団体の育成

◎ ○ ○ ■

・文化財に携わる職人育成の支援【新】 ・文化財を支える職人に焦点を当てた、SNS等による情報発信 ◎ ○ ■

４-２文化財の継承に必要な資
金・資材調達の仕組みをつくる

・文化財修理に関わる技術者の把握と連携【新】
◎ ○ ■

・文化財修理に必要な原材料の確保支援 ・戸隠茅場整備事業 ◎ ○

４-３文化財の継承に必要な専門
人材との連携を強化する

・文化財の保存活用に関わる団体（文化財保護協
会・ヘリテージマネージャー協議会、信州資料ネッ
ト等）との連携強化

・文化財保護協会との連携
・ヘリテージマネージャーとの連携
・ながはくパートナーの育成・連携（信州資料ネットとの連携）

◎ ◎ 〇 〇

・歴史的建築物の活用ノウハウを有した企業との連
携

・歴史的建築物の活用ノウハウを有した民間企業との連携
◎ ◎

社会環境の変化による
文化財の担い手不足
や、保存に関わる専門
人材の不足、文化財の
保存に必要な資金・資
材の不足が生じてい
る。

担
い
手
づ
く
り
や
保
存
体
制
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

文
化
財
を
次
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る

市内に存在する多様な
文化財を市民や来訪者
（観光客等）の誰もが
知ることができ、その
本質的価値を理解し、
日常的に活用をしてい
くことで、文化財の保
存と活用の好循環を生
み出していく必ががあ
る。

伝統芸能の継承支援 伝統芸能や伝統文化を次世代に継承するため、後継
者や指導者の育成を支援する。また、次世代の担い
手となる子供たちを含め、多くの市民が伝統芸能に
触れられる機会を提供する

25

文化財を継承していくために必要
な資金や資材を調達するための仕
組みを構築する。 29 文化財修理のための支援 文化財修理に関わる技術者との連携や、修理に必要

な原材料の確保支援を通して、文化財修理事業の継
続的な実施を図る

歴
史
文
化
の
魅
力
を
伝
え
活
用
す
る

文
化
財
が
継
承
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
る

・ふるさと納税等寄付金による資金調達 ・ふるさと納税活用による史跡整備、竹細工調査事業など、その
魅力で資金調達ができるほどに文化財の磨き上げを行う ◎ 〇 〇

文化財保護のための資金調達 ふるさと納税など様々な制度を活用し、文化財保護
のための安定的な資金調達を図る

23 歴史的まちなみ景観整備 歴史的建造物の修理や周辺建物の修景、道路の無電
柱化や美装化など地域の魅力を高めるための事業を
実施する

文化財の継承に必要な専門的スキ
ルをもつ団体等との連携強化の仕
組みをつくる。

市民や観光客が文化財の魅力を体感できるよう、文
化財の付加価値を高めて観光資源としての磨き上げ
を図る

21 文化財の磨き上げ

22 文化財を軸としたまちづくり推進 地域の魅力である文化財を核とした整備を推進し、
地域らしさを活用したまちづくりを行う

今後も増加する多種多様な文化財を保存活用してい
く人材の確保に努める

文化財に携わる人材の確保27

30

28

専門的なスキルを有する団体を積極的に支援団体と
して指定し、パートナーシップを結ぶことで官民一
体となって文化財の保存・活用を図る

文化財保存活用支援団体との連携
推進

歴史文化を次世代に引き継ぐた
め、地域一体となって後継者の育
成を図る。地域における伝統芸能
の伝承事業への支援を行う。

観光事業者と連携し、関連文化財
群を基本として地域の歴史や文化
を活かした持続性のある文化観光
を推進する。

文

化

財

の

魅

力

を

活

用

し

、

保

存

継

承

へ

つ

な

げ

る

文化財を活かして地域の魅力を高
めるための歴史まちづくりを推進
する。

20 文化観光コンテンツの開発支援 歴史・文化、アクティビティ等の地域資源を活用
し、観光客に訴求する体験型観光コンテンツの開発
を支援する


